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事前段階の評価（事前評価）

実施段階の評価（中間レビュー、終了時評価）

JICAの技術協力、円借款、無償資金協力それぞれのプロジェクトの各段階における評価について紹介します。※1

「事前評価」は 3スキーム共通の評価です。実施前に事
業の優先度や必要性を確認し、協力内容や予想される協力
効果を検証します。

技術協力プロジェクトの「中間レビュー」は、実施期間が
4 年以上のプロジェクトを対象に、協力期間の中間段階で、
妥当性を再検証するとともに、有効性・効率性の観点から目
標達成見込み、プロジェクトの促進・阻害要因とその動向等

を分析します。
「終了時評価」は、技術協力プロジェクト終了の半年前を
めどに行っている評価です。プロジェクト目標の達成見込み、
効率性および持続性等を中心に検証します。

事前段階のスキーム別比較

スキーム 技術協力 円借款 無償資金協力

評価種別 事前評価

タイミング プロジェクトの実施前

対象 原則として全プロジェクト※2 全プロジェクト 原則として全プロジェクト※3

評価主体 内部評価

評価の視点・手法
DAC 評価 5 項目の考え方を用いつつ、特に事業の必要性や予想される事業効果を確認するとともに、策定した事業
計画を検証。

実施段階のスキーム別比較

スキーム 技術協力

評価種別 中間レビュー 終了時評価

タイミング プロジェクトの中間時点 プロジェクト終了6ヶ月前

対象 協力期間が 4 年以上のプロジェクト※2 全プロジェクト※2

評価主体 内部評価（相手国政府と合同で実施）

評価の視点・手法
DAC 評価 5 項目に基づき、特に事業効果の実現状況を
評価。必要に応じて評価結果を当初計画の見直しや運営
体制の改善に活用。

DAC 評価 5 項目に基づき、特に事業効果の達成状況を
総合的に評価。評価結果を踏まえて、協力終了の適否や
フォローアップの必要性を判断。

※1　評価報告書は JICAウェブサイトでご覧いただけます。
※2　2億円未満の案件は簡易な評価の適用を可能とする。
※3　JICA が事前の調査を実施する協力見込み金額 2億円以上の案件を対象とする。

円借款の「中間レビュー」は、借款契約後 5 年目に、事
業効果の実現に影響を与える要素がある、進捗等が思わし
くないなどの理由により、中間段階の確認が必要、且つ地
域部／在外事務所が中間レビューの実施を必要と判断する
事業を対象に実施している評価です。
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事後段階の評価（事後評価、事後モニタリング）
「事後評価」は 3スキーム共通の評価です。事業終了後
の総合的な評価を目的とし、DAC 評価 5 項目を用いて評価
を行います。

「事後モニタリング」は、事後評価の結果、事業効果の実
現状況や持続性に懸念があった円借款事業について、完成
後7年目に実施している評価です。

事後段階のスキーム別比較

スキーム 技術協力 円借款 無償資金協力

評価種別 事後評価

タイミング 原則として終了後3 年目まで

対象 2億円以上の全プロジェクト 2億円以上の全プロジェクト
JICA が実施する2億円以上の一般・
水産無償および一部の他のサブス
キームのもの

評価主体 外部評価／内部評価 ※4

評価の視点・手法 DAC 評価 5 項目に基づく

※4　10 億円以上又はその他有効な教訓が得られる可能性が高いと考えられる事業は詳細型（外部評価）、2億円以上10 億円未満の事業は JICA 在外事務
所による内部評価で実施。


